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播磨町特定事業主行動計画 
～職員みんなで支え合う育児へ～ 

 

 

 

 はじめに 

 

急速な少子化の進行や、家庭及び地域をとりまく環境の変化が著しい社会状況の

中で、次代を担う子どもたちを育成するための支援と、子どもたちが健やかに生ま

れ、育てられる社会形成を目的として制定された「次世代育成支援対策推進法」に

基づき、播磨町では特定事業主としての立場から、職員が仕事と子育ての両立を図

ることができるよう環境を整備するための行動計画を平成１８年３月に策定し、こ

れまで様々な取り組みを行ってきました。 

今般、次世代育成支援対策推進法が改正されたことから、これまでの取り組み状

況を踏まえ、平成２７年度から平成３１年度までの５年間を対象とした計画を定め

て実施することとしました。 

播磨町では、男性も、女性も、子どものいる人も、いない人も、職員一人ひとり

がこの計画の内容を自分自身に関することと捉え、職場単位で取り組むことにより、

仕事と家庭の両方がより一層充実したものになるよう、この計画に定める項目に取

り組んでいきます。 

 

 

平成２７年７月 

 

 

播磨町長 

播磨町議会議長 

                          播磨町教育委員会 
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Ⅰ 計画期間  

 

  平成２７年度から平成３１年度までの５年間とします。 

 

 

Ⅱ 計画の推進体制  

 

１ 計画の推進の手法 

次世代育成支援対策を効果的に推進するため、総務グループ人事文書チームに

おいて、継続的に計画の実施状況を把握し、かつ職員のニーズを踏まえて、必要

に応じて新たな支援策の実施や計画の見直しを行います。 

 

２ 職員に対する情報提供等 

職員に対して、次世代育成支援対策に関する情報提供を行い、行動計画の内容

を周知するとともに、職員からの意見を聴く中で現実に即した対策を講じていき

ます。 

 

３ 職員からの相談の窓口 

  総務グループ人事文書チーム、教育総務グループ学事チーム及び議会事務局が

仕事と子育ての両立等についての相談・情報提供等を行う窓口となり、適切に実

施するための環境を整備します。 

 

 

Ⅲ 管理監督者の役割  

 

本計画の推進にあたっては、管理監督者の役割がたいへん重要となります。それ

は、業務上の配慮から、休暇等を取得しやすい職場環境の整備、職員の相談に応じ

るなどです。 

特に、職員が子育てで業務上の配慮を必要とする場合、身近な相談窓口として職

場の管理監督者が真っ先にあげられるでしょう。 

職員が相談しやすい職場の雰囲気づくりと正しい制度の理解が大切です。管理監

督者の方は、日頃からそうした雰囲気づくりと、職員への細やかな気配り、制度を

正しく理解するための自己研鑽に努めてください。 

 

 

Ⅳ 職員の役割  

  

  子育て期間中には、様々な事情で急な休暇取得が必要になることがあります。 

子育て世代の職員は、同僚職員の理解が得られるよう努め、同僚職員は誰しもが

手助けを必要とする時期であることを理解し、互いに協力しあいましょう。 
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Ⅴ 具体的な内容  

 

１ 妊娠中及び子育て中の職員への配慮 

① 母性保護制度の周知 

母性保護及び母性健康管理、仕事と子育ての両立支援の観点から設けられて 

いる特別休暇等について周知を図ります。 

 

 

② 妊娠中の職員の業務軽減 

所属長は、妊娠中の職員の健康や安全に配慮し、業務分担の見直しなどを行 

うとともに、本人の希望に応じ、原則として時間外勤務及び深夜勤務を命じ 

ないこととします。 

 

 

③ 小学校就学前の子どもを養育中の職員の時間外勤務等の制限 

小学校就学の始期に達するまでの子を養育している職員に対しては、時間外 

勤務及び深夜勤務について配慮します。 

 

 

④ 男性職員の休暇の取得の促進 

所属長は、子どもの出生時において父親が取得できる休暇（配偶者の出産休 

暇※及び男性職員の育児参加のための休暇※※）の取得を促すとともに、取得し 

やすい環境づくりに努めます。 

 

 
＊ 「配偶者の出産休暇」とは、職員が妻の出産に伴い勤務しないことが相当であると認められる場合に

与えられる休暇で、職員の妻の出産に係る入院等の日から当該出産の日後２週間を経過するまでの期間

における２日の範囲内で期間与えられる特別休暇をいいます。 

 

＊＊ 「男性職員の育児参加のための休暇」とは、職員の妻が出産する場合であって、その出産予定日の８

週間（多胎妊娠の場合は１４週間）前の日から当該出産の日後８週間を経過する日までの期間にある場

合に、その出産に係る子又は小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職員が子の養育のために勤

務しないことが相当な場合、当該期間内における５日の範囲内で与えられる特別休暇をいいます。 
 

 

⑤ 子の看護のための休暇の取得の促進 

子どもの看護休暇を周知するとともに対象職員に対し休暇取得の促進に努 

めます。 
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２ 育児休業等を取得しやすい職場環境の整備 

 

① 育児休業及び部分休業の周知 

人事担当グループは、育児休業等に関する制度について周知を図ります。 

 

 

② 育児休業、部分休業及び育児短時間勤務制度の取得しやすい環境づくり 

育児休業、部分休業及び育児短時間勤務制度を取得しやすい職場環境を整備 

するとともに、所属長は、職員（特に男性職員）から育児休業等の取得の申し 

出があった場合において業務に支障が生じることのないよう日頃より業務配分 

の適正管理に努めます。 

 

 

③ 育児休業を取得した職員の職場復帰の支援 

育児休業を取得した職員が、円滑に職場復帰できるよう適切に支援します。 

 

 

  ④ 男性職員の育児休業等の取得の促進 

配偶者が妊娠した旨の申し出のあった男性職員に対しては、当該職員の希望 

により育児休業制度等の説明を実施するなど、男性職員の育児休業等の取得促 

進を図ります。 

 

 

 ３ 時間外勤務の縮減 

 

① 時間外勤務の縮減のための意識啓発等 

    職場における恒常的な時間外勤務は、子育てをする職員にとって、子どもと

触れ合うための大切な時間を失うだけでなく職員自身の健康状態に対しても

重大な影響を与えることとなります。 

所属長は、職員の勤務状況について適切に把握するとともに時間外勤務が多 

い職員については、健康管理面から適切な指導を行います。 

 

 

② 一斉定時退庁日の実施 

毎週水曜日及び金曜日の定時退庁を促します。 

 

 

③ 事務の簡素化、合理化の推進 

定例・恒常的業務に係る事務処理のマニュアル化を進め、電子掲示板（公 

開羅針盤）を効果的に運用し、業務の簡素化・合理化を図ります。 
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４ 休暇の取得促進 

   

① 年次有給休暇の取得の促進 

所属長は、職員が気兼ねなく年次有給休暇を取得できるよう、適切な業務体 

制を整備することとし、職員の年次有給休暇の取得状況を把握し、計画的な取 

得を指導するとともに休暇取得率の向上に向けて意識の改革を進めます。 

 

 

② 連続休暇の取得の促進 

土曜日、日曜日、国民の祝日等と組み合わせた年次有給休暇の取得を推進す 

るなど連続休暇の取得を促進します。 

 

 

③ 子どもに関する休暇の取得の促進 

所属長は、子どもの予防接種や授業参観等子どもに関する行事への職員の参 

加を促します。 

 

 

Ⅴ 数値目標（平成３１年度末） 

  

 ① 妻が出産する場合の特別休暇及び育児参加のための特別休暇について、取得日

数を４日間以上とすることを目標とします。 

   （配偶者出産休暇：２日間 育児参加のための休暇：５日間） 

 

 

 ② 平成２７年度～３１年度までの時間外勤務時間数の平均値を、平成２２年度～

平成２６年度の時間外勤務時間数の平均値と比較して、５％以上削減することを

目標とします。 

 

 

③ 平成３１年度までに、年次有給休暇の取得日数を平均１２日以上とすることを

目標とします。 

  （平成２６年全職員平均１１．１日） 

 

 


